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Ｉはじめに

第２次世界大戦後の世界は，高等教育の爆発的とも言うべき急激な膨脹を経

験した。このことはラテンアメリカ地域にとっても例外ではなかった。

１９００年，この地域には３６校の大学があったが，１９５０年にはそれが

１０５となり，１９６７年には２２８校となった。もとより大学数の増加に伴

って学生数も増大し，１９５５年全ラテンアメリカ学生数３８万は，１９６０
年５１万となり，１９６６年には８８万と急増した(1)。

これを各国別にみると，たとえばメキシコは１９１０年に大学を１校しかも

たなかったが，１９４０年には７校となり，１９５０年１２校，１９６７年

３３校と増加し，学生数も，１９４０年２．５万，１９６０年７．９万，１９６６
年１３．２万，１９６７年１５．４万となった②。

ブラジルはどうであろうか。ブラジルの大学新設ブームは，ヴァルガス大統

領退陣後，エウリコ・ドゥトラ（Ｅｕ｢icoDutura）大統領一エルネスト。デ・

ソワザ・カンボス（BrnestodeSouzaCampos）文相期の１９４６年，パラ

ナ，パイア，レシフェの３大学が新設され，ポルトアレグレ，リオデジャネ

イロ，サンパウロの３カトリプク大学が改組された後に始まる。この結果，

１９４０年ブラジルの総合大学（universidade，以下大学と言う）は５校であ

ったのが，１９６１年には３２校（内訳：連邦立２２，州立３，カトリック系

６，私立１）となり，このほか４００校の単科大学（faculdadesisoIadas）

があった。この増勢はなお続き，１９７０年には大学５３，１９７３年度には

６９となる。この１９７３年におけるブラジル単科大学数は７１２校である(3)。
ブラジルの高等教育機関（大学，単科大学，その他大学に単ずる学校）に在

籍した学生数の増加はいちじるしい。ハヴィハースト.Ｒ・』などによれば，
１９０７年度わずか６０００の学生数は，第２次世界大戦終結後の１９４８年

には３万８０００，１９６１年には１０万１６００となった。この間の増加状
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況は（表１）に示すが如くである(4)。この増加の勢いは１９６０年代には加

速度的に上昇し，７０年代の初頭にまで続く。その騰勢を示すのが（表２）で

(5)，まさに（表１）と（表２）は，“ブラジル高等教育は２０世紀の２０年

(表１）ブラジル高等教育学生数の推移（１９０７～１９６１）

年度学生数

１９０７６００００

１９１２10,000

192814000

１９３３２４，０００

１９３８24,000

１９４３２７ＩＯＯＯ

１９４８．38,000

１９５３６５，０００

１９５８８４，５００

１９６０９５，７００

１９６１１０１，６００

(表２）ブラジル高等教育学生数の推移及増加率〔１９６４～1975）

年度学生数対1964年度比G1;）年増加率倒

１９６４１４３，３８６

１９６５１５５，７８１９．４９．４

１９６６１８０，１０９２６．５１５．６

１９６７２１２，８８２４９．５１８．２

１９６８27ａ29595.430.7

１９６９３４２，８８６１４０．８２３．２

１９７０４２５，４７８１９８．８２４．１

１９７１５６１，３９７２９４．３３１．９

１９７２６８８，３８２３８３．５２２．６

１９７３８１１，２３７４６９．７１７．８

１９７４８９７０２００５３０．１１０．６

１９７５９４２，０５５５６１．６４．．８
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代まで，組織的制度と大学を欠いていた。その後，最初は緩慢な速度であった

が，やがて１９７３年まで急速な成長を続けた。そしてさらにその後は，再び

成長率が鈍化している輿⑥ことを示している。

言うまでもないことだが，ラテンアメリカ諸国のうち，メキシコとブラジル

だけが高等教育の拡大を示したのではない。その他コロンビア，アルゼンチン，

ベネズエラも同様であったが，その様相についてはここでは省略しよう(7)。

このラテンアメリカ地域（諸国）高等教育膨脹・拡大の原因は，戦後世界経

済の復興と貿易拡大に歩調を合わせて，ラテンアメリカもまた経済。社会の発

展に従来にもまして強烈な関心をよせ，そのために高学歴人材の養成に強く迫

られたからに他ならない。とくに１９６０年代以降は，１９６１年結成の「進

歩のための同盟」の刺激により，経済開発のための人的資源開発政策が強力に

推進され，各国は高等教育の近代化と拡大によって，高学歴人材需要にこたえ

ようとしたからである。

それはともかく，このような大学・高等教育機関の新設・増設とならんで，

現在のラテンアメリカ諸大学のなかには，遠く植民地時代（１６～１８世紀）

仁設立され，たとえ今日までの間に浮沈を重ねることはあっても，その命脈を

今にいたるまで続けてきたものが少なくない。いなむしろ，現在でもなおその

国の中心的大学として，伝統と格式を誇るものが少なくないのである。たとえ

ば，現在の“メキシコ国立自治大学（UnWersidadNacionalAut6nomade

Mさxico）蝉は１６世紀中葉に設立された“メキシコの国王・教皇の大学（La

RealPontificiaUniversidadｄｅＭ６ｘｉｃｏ）蝉を前身とし，轡サンマルコス国

立大学（UniversidadNacionalMayordeSanＭａｒｃｏｓ）鱒が同じく１６世紀

中葉設立の“ペルーの国王・教皇の大学（LaReaIPDntificiaUniversidad

delPerの輿を前身とするが如くである。

本稿は，ラテンアメリカ大学史研究の－試論として，大学モデルの国際交流

的視点から，ラテンアメリカ植民地の諸大学がスペイン大学のいかなるものに

模して設立されたか，その状況はどうであったか，従来のサラマンカ大学モデ

ル説に対して異論をさしはさむ余地がないのかどうかを，主として初期設立の

諸大学に焦点をしぼって考察することにしたい。
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ｕ植民地時代設立の諸大学

ラテンアメリカ植民地時代に，いったいいくつ大学が設立されたのであろう

か。スニガ（Ａ,０.ｙＳ・deZ5iriga）によれば（８），１６世紀に３大学，１７世

紀に１１大学，１８世紀に１２大学，あわせて２６大学，このほか１６世紀に

国王の設立勅許もしくは教皇の設立認可はあったが，実際には開設（開学）さ

れなかったものが３大学あったと言う。いまこれを列挙すれば次のようになる。

〔１６世紀〕

1．サント・ドミソゴ大学（Unive｢sidaddeSantoDomingo・Universitas

SantiDominici、現在のUniversidadAut5nomadeSantoDommｇｏ）

_ドミニカ共和国

2．ペルーの皇帝・教皇の大学（LaUniversidadlmprialyPbntifiＣｉａｄｅｌ

Ｐｅｒｄ）（９）－ペルーのリマ

3．メキシコの皇帝・教皇の大学（LaUnIversjdadlmperialPontificｉａ

ｄｅＭ６ｘｉｃｏ）－メキシコ

△設立勅許もしくは認可はあったが，実際には開設されなかったもの

（１）チャルカスの皇帝の大学（LaUniversidadlmpe｢ialdeCharcas）

－ボリビア

（２）サン・フルヘンシオ教皇大学（LaUniversidadPontificia“San

FhIgenciou）－エクアドルのキト

（３）ヌエストラ・セニョラ・デル・ロサリオ教皇大学（LaUniversidad

PontificiaWuest｢aSeHo｢adelRosario）－コロンビアのボゴタ

〔１７世紀〕

4．サン・カルロス国王・教皇の大学（LaRealyPontificiaUniversidad

dｅＳａｎＣａ「ＩＣＳ）－グアテマラ

5．ドミニコ会サント・トマス教皇．国王の修道院大学（EIConvento-

Unive｢sidadPontifIciayRealdeSantoTom5senlosDominicos）

－エクアドルのキト

6．イエズス会サン・グレゴリオ教皇・国王の修道院大学（ElConvento-

UniversidadPDntifｉｃｉａｙＲｅａｌｄｅＳａｎＧ｢egorioenIosJeSui【ａｓ）

－同上
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7．ドミニコ会ヌエストラ・セニョラ゜デル・ロサリオ教皇・国王の修道院大

学（ElConvento-UniversidadPontiｆｉｃｉａｙＲｅａｌｄｅＮｕｅｓｔ｢aSefiora

deIRosa｢ｉｏｅｎｌｏｓＤｏｍｉｎｉｃｏｓ）－チリのサンチアゴ

8．イエズス会サン・ミゲル教皇・国王の修道院大学（ＢＩＣＣnvento-Univer-

sidadPonUificiａｙＲｅａｌｄｅＳａｎＭｉｇｕｅｌｅｎｌｏｓＪｅｓｕｌｔａｓ）－同上

9．ドミニコ会サン・アントニオ教皇・国王の学餐。修道院・神学院大学

（ElColegio-Convento-Seminariｏ－ＵｎｉｖｅｒｓｉｄｅｄＰｏｎｔｉｆｉｃｉａｙＲｅａｌ

ｄｅＳａｎＡｎｔｏｎｉｏｅｎｌｏｓＤｏｍｉｎｉｃｏｓ）－ペルーのクスコ

10．イエズス会サン・イグナシオ・デ・ロヨラ教皇・国王の学獲大学（Ｂｌ

ＣｏＩｅｇｊｏ－ＵｎｉｖｅｒｓｉｄａｄＰｏｎＬｉｆｉｃｉａｙＲｅａｌｄｅＳａｎｌｇｎａｃｉｏｄｅＬｏｙｏｌａ

ｅｎｌｏsJesuftas）－同上

11．イエズス会サン・フランシスコ・ハピエル教皇・国王の修道院大学

（ＥｌＣｏｎｖｅｎｔｏ－ＵｎｌｖｅｒｓｉｄａｄＰｏｎｌＩｆｉｃｉａｙＲｅａＩｄｅＳａｎＦｒａｎｃｉｓｃｏ

ＪａｖｉｅｒｅｎlosJesuftas）－コロンビアのボゴタ

12．アグスティン会サン。ニコラス教皇の修道院大学（ElConvento-Univer-

sidadPontifiｃｉａｄｅＳａｎＮｉｃｏｌａｓｅｎｌｏｓＡｇｕｓｔｉｎｏｓ）－同上

13．イエズス会サン・イグナシオ・デ・ロヨラ教皇・・国王の修道院大学

（ＢｌＣｏｎｖｅｎｔｏ－ＵｎｉｖｅｒｓｉｄａｄＰｂｎｔｉｆｉｃｉａｙＲｅａｌｄｅＳａｎｌｇｎａｃｉｏｄｅ

ＬｏｙｏＩａｅｎlosJesu7Las）－アルゼンチンのコルドバ

14．サン・クリストバル国王・教皇の大学（LaUniversidadRealyPbnti-

ficiadｅＳａｎＣｒｉｓｔ６ｂａＤ－ペルーのウアマンガ（アヤクチョ）

〔１８世紀〕

15．サン゜ヘロニモ教皇・国王の大学（LaPontificiayRealUniversidad

dｅＳａｎＪｅ｢6ｎｉｍｏ）－キューバのアパナ

16．サンタ・ロサ国王。教皇の大学（LaReaIyPontificiaUniversidad

deSantaRosa）－ベネズエラのカラカス

17．サン・ホセ大学（LaUniversidaddeSanJos6）－コロンビアのポパヤ

ン

18．サン・フランシスコ・ハピエノレ大学（LaUniversidaddeSanFrancisco

Javier）－パナマ

19．イエズス会コンセプシオン大学（ＬａＵｎｊｖｅｒｓｉｄａｄｄｅＩｏｓＪｅｓｕｒｔａｓｅｎ
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Concepci6n）－チリのコンセプシオン

20．イエズス会グアダラハラ大学（LaUniversidaddeGuadalajaraenlos

Jesuitas）一メキシコのクアダラハラ

21．サンティシマ゜トリニダヅド国王の大学（ＬａＲｅａｌＵｎＷｅｒｓｉｄａｄｄｅｌａ

ＳａｎｔｆｓｉｍａＴ｢inidad）－アルゼンチンのブエノスアイレス

22．メリダ国王の大学・神学院（LaRealUnive｢sidad-Seminarjode

Mgrida）－メキシコのメリダ

23．アスンシオン学寮・神学院大学（LaUniversidaddeIColegio-Seuni-

narioenAsunci6n）－パラグアイのアスンシオン

24．オアハカ大字・神学院（LaUnive｢sjdad-SeminariodeOaxaca）－メ

キシコのオアハカ

25．サン・プエナペントゥラ大学（LaUnWersidaddeSanBuenaventurａ）

－ベネズエラのマラカイボ・メリダ

26．サン・フェリベ国王の大学（LaRealUniversidaddeSanFelipe）－

チリのサンチアゴ

スニガが以上のように，ラテンアメリカ植民地期にぜんぶで２６大学が設立

されたと言うのに対して，クルス（AguedaMariaRodriguezC｢ｕｚＯＰＪは

３２大学が設立されたとする（、)。両者が列挙する大学を照合してみると，

いくつかの点でくいちがいがある。たとえば，スニガが“設立勅許もしくは認

可があったが，実際には開設されなかったもの。として３大学をあげているの

に，クルスはそれが“チヤルカスの皇帝の大学轡だけであるとし，スニガが開設

されなかったとするサン゛フルヘンシオ教皇大学は，１５８６年に実際に開設

され，１７８６年には廃校．消滅したとしている。両者のくいちがいを１つ１

つ吟味することは本稿の所期の目的ではないので，ここでは省略することにす

るが，ただクルス自身が注を入れているところでは，“ここにかかげる諸大学の

中の若干は，スペイン期仁おいて，本来的意味の大学ではなく，学位授与の権

限をもったアカデミアであったことを考慮に入れなければならぬ輿.と述べ，３２

大学中のいずれがこれに該当するかは指摘していない。おそらくスニガは，ク

ルスの言う本来的意味の大学でなかったものを除外している，と推定してほぼ

まちがいはなく，両者の設立大学数にちがいが生ずる理由の１つになっている
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と考えられる。そこで本稿ではいちおう，スニガの２６大学説に従っておきた
い｡

Ｈ大学設立の基本条件とEIPatronaloRealdelaslndias．

ラテンアメリカ植民地２６大学の設立状況（条件）は，もとよりすべてが同

一条件で行われたわけではないが，しかしいくつかの基本的な共通点がある。
それはどういうものであろうか。

いまその具体的手がかりを得るために，現在の“ベネズエラ中央大学（Um-

versidadCentraldeVenezueIａ）“の前身である“サンタ・ロサ国王・教皇

の大学轡一前述，スニガのあげる１６ばんめのもの_の設立状況を取上げて
みようｏ

『．…．ベネズエラのカラカスに大学を設立しようとする運動は，１７１８年，
司教エスカロナ（JuanJos2BscalonayCalaIayud）が着任してから後，急
速な進展を示した。１７２１年，カラカス市各界の合意にもとづいて，スペイ

ン国王に設立の請願が提出され，これを受けて国王フェリペ５世（FeIipeV）
から，同年１２月２２日付の設立勅許状が発せられた。これにつづし､て翌１７２２

年１２月１８日には，教皇イノセンシオ１３世（Inocenciom）の設立認可教
書が発せられる。

この教皇の認可数審に対する“インド枢機会議（ＢｌＣｏｎｓｅｊｏＲｅａｌｙＳｕｐ－
ｒｅｍｏｄｅｌａｓｌｎｄias）凶の承認日付けは，１７２３年１月１０日となっている。

こうして手続きがすべて完了し，１７２５年８月９日，守護聖人をサンタ・ロ

サとする“国王・教皇の大学麹の設立が公式に宣言されたのである。

そしてさらに，大学の学則をエスカロナが起草し，１７２７年３月，学則承

認を求めてインド枢機会議に送付され，同年５月枢機会議がこれを承認して，
印刷し公示した。．･･･・〔11）』

このようなサンタ・ロサ国王・教皇大学の設立状況において，注目しなけれ

ばならない点は，(1)大学設立に当って，国王の設立勅許状と教皇の認可数番が
必要であること，(2)教皇の認可教書すら，インド枢磯会議で承認の議を経るこ

とが必要であること,(3)枢機会議は大学学則を承麹・印刷・公示する権限をも

っていること，であり，これを･要すれば，スペイン国王ならびにそのインド枢

－７－



機会議が，大学設立の承認において優先的発言権をもっていることである。

まさにこの国王（枢機会議）の勅許状が教皇の学位授与権を認める認可教書

'二優先するという当時の慣例が，植民地初期設立の３大学一サントドミン

ゴ，サン・マルコス，メキシコーのうち，いずれが最古のものかという論争

において，ペルーのパルカルセル（VaIca｢cel，ＣａｒＩｏｓＤａｎｉｅｌ）がサン・マ

ルコスを最古だと主張する１つの論拠となっているのである。このことについ

ては後述する。

多くの人々，たとえばクルスもまた，サント・ドミンゴ大学が“アメリカ最

初の大学（Ｐ｢jmeraUnjversidaddeAm6rica）働であるとし，その根拠を

１５３８年.１０月２８日，ローマで，教皇パウロ３世が発した認可教書（Bula

lnApostoIatusCtllminedeEaulom，Roma’２８－Ｘ-1538）にこれを求める

（12北

近刊の“国際高等教育事典（ThelntemaLionaIBncyclopediaofHigher

Education）圏の“ドミニカ共和国図の項の記述も全くこれと同様である(１３。

この“サントドミンゴ大学・の現在の名称は“サント・ドミンゴ自治大学

（UniversidadAut6nomadeSantoDoｍｍｇｏ，ＵＡＳＤ）図であるが，同大学は

現在にいたるまで一貫して自らが“アメリカ最古の大学輿であることを主張し

つづける。１９４４年２月２７日はドミニカ共和国独立１００年記念日であるが，

この記念式典行事にあわせて大学出版局は７３ページにわたる出版物＜ＬａＢｕｌａ

ｌｎＡｐｏｓｔｏｌａｔｕ６ＣｄｌｍｉｎｅｄｅｌＰapaPaulou，ｅｎｖｉｒｔｕｄｄｅｌａｃｕａｌｆｕｅ

ｅｒｉｇｉｄａｙｆundａｄａｌａＵｎｉｖｅｒｓｉｄａｄｄｅＳａｎｔｏＤｏｍｍｇｏ，ＰｒｉｍａｄａｄｅＡｍｅ－

ｒｉｃａ＞を刊行し，その中で約３３ページを賢いやして西・英・仏・補の４ケ

国訳の同教書（InApostolatusCuilmine）を掲載する(14)。おそらく諸外国

に自己の主張を鮮明にしようとの意図から出たものであろう。

さらに加えて同大学出版局は，エレディア（Heredia，VicenteBeltran

de）をして１９５５年，＜教書“InApostolatusCillmine轡の真正，サント・

ドミンゴ大学の基礎＞を論述・公刊せしめている(1句。

上掲の諸費科にいくつかの資料(１０を加えて述べれば，“サント・ドミンゴ

大学坐の設立状況はおおよそ次の如くである。

『イスパニョラ島サント・ドミンゴには，すでに１５３７年ごろまでに，ド

ミニコ会修道院の中でストゥディウム・ゲネラーレが開設されていたが，これ
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'よ学位授与権をもっていなかった。

そこでドミニコ会士はその大学昇格を望んで，教皇に対し，１）アルカラ大

学タイプの，２）学位授与権をもつ，３）教授陣のたしかな，４）本国スペイ

ン諸大学と同様の学則（特権）を保有する大学設立（昇格）を詞願した結果，

１５３８年１０月２８日付の教皇パウロ３世の認可教欝（InApostolatus

CdImjne）が発せられた゜

同ストゥデイウム・ゲネラーレはすでに１５２９年，富裕な俗人ゴルホン

（Ｈ、ｄｅＧｏｒｊ６ｎ）の全財産寄贈を受けており，さらに１５３７年には，サン

ト・ドミンゴ市会（カピルド）が建物を建造・寄贈していたので，大学たるに

十分な基本財産を保有していた。

この基盤の上で，つづいて大学はスペイン国王に対し設立勅許を懇謂し，

１５５８年２月２３日付の勅許状をフェリペ２世（FelipeN）より下賜され

たｏ

かくして公式に設立されたサント・ドミンゴ大学は，守謹聖人をサント・ト

マス・デ・アキノ（ＳａｎｔｏＴｏｍａｓｄｅＡｑｕｉｎｏ）とさだめたので，聖トマス・ア

キナス大学もしくはトマス・デ・アキノ大学とも呼ばれ，事実上１５３８年教

皇題可で開設されたのだから，この年が開設年であり，アメリカ最古の大学と

なる。」

この立論に対して真向から反対し，サン・マルコス大学こそアメリカ最古の

大学であると主張するのが，ペルーのバルカルセルである。かれはいくつかの

著述においてこのことを強調する(17)。それではバルカルセルは，どんな反対

論を展開しているのだろうか。

「まずあらかじめ認識しておかなければならないのは，当時のサント・ドミ

ンゴ市にはドミニコ会の聖トマス・アキナス大学とならんで，イエズス会設立

の“サンチアゴ・デ・ラ・バス大学（SantiagodelaPaz）卿が存在してい

たということである。１５５８年２月２３日付国王フェリペ２世の勅許状は，

イエズス会のそれに対して下賜されたもので，ドミニコ会の聖トマス・アキナ

スに対してではない。

したがって，１５５８年勅許状を保有するイエズス会のサンチアゴ・デ・ラ

・パスこそ，世にいわゆるサント・ドミンゴ大学の正統な前身で，ドミニコの

トマス・アキナスは正統ではあり得ない。
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そうであるから，後にドミニコ会とイエズス会との間に，サントドミンゴ

大学をいずれが正統に所有するかの争いが生じたとぎ，１７４７年５月２６日

付国王フェルナンド６世（FernandoVI）の両大学認可勅許状が改めて発せら

れたのである。つまりイエズス会には追認の，ドミニコ会には初めての勅許が

下りたのであって，両修道会のサントドミンゴ大学正統所有権論争は明らか
に結着がついている。

そればかりではない。スペイン国王フェルナンド６世は１７５８年８月２日

布告をもって，ドミニコ会の聖トマス・アキナス大学がラテンアメリカで筆頭

古参大学であると自称することを禁じているではないか。であるから，２０世

紀の３０年代以降，ドミニカ共和国がいくら主張しても，いわゆるサント・ド

ミンゴ大学の前身は１５５８年勅許状保有のイエズス会サンチアゴ・デ・ラ・

バス大学なのだから，この“サントドミンゴ大学。の設立年は１５５８年と

定めるべきであり，サントドミンゴはアメリカ最古の大学とはなり得ず，

１５５１年カルロス１世勅許状をもつサン・マルコス大学と同年のフェリペ２

世（FeIipeⅡ）勅許状をもつメキシコ大学の方が公式設立年は古いのである。

ところでサン・マルコスとメキシコのどちらが公式設立が古いかというと，

両者とも同じ１５５１年にスペイン国王から勅許状を下賜されたとはいうもの

の，サン・マルコスのそれは“５月１２日卿付であり，メキシコのそれは輿９

月２１日塾付であるから，明らかにサン・マルコス大学がアメリカ最古の大学

と言ってよいのであるｏ

そしてなお重要なことは，１５３８年１０月２８日付教皇パウロ３世の「教

書InApostolatusC61mineは国王カルロス５世の承認をいちども受けたこと

がない」のであって。「パトロナト（Patronato）の諸規準に従えば，教皇の

教書（Bulas）や親脅（Breves)といえども，国王の枢機会議によって承認を

受けたときのみ，法的効力をもっていた」０８）のであるから，ドミニコ会聖ト

マス・アキナス大学はスペイン国王公式承認の大学ではなく，法的権威なく，
アメリカ最古大学とはならない。』

このようなバルカルセルの所論は，ラテンアメリカ植民地大学の設立の基本

条件として，学位授与権を認める教皇教脅よりも，スペイン国王の勅許状が優

先的に必要であること，そしてこのような優先が生ずるの雄，諸代スペイン国

王がラテンアメリカ植民地期に保持していた「パトロナトーElPatrona[０
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Ｒｅａｌｄｅｌａｓｌｎｄｉａｓ＝インディアスにおける国王聖職者叙･任権」に基づくも

のである，というのがその本旨なのである。

すでに明らかなところでは(19），スペイン王室はコロンブス以後新しい領有

地アメリカに関し，ローマ教皇庁との間に，１４９９年の教皇アレハンドロ６

世（AlejandroW）との協定をはじめとして，１５１２年のプルゴス政教条約

にいたるまでのいくつかの協約・権限譲与を得て，同時代のヨーロプパ諸国に

は例をみないほどの大幅な教会・宗教活動監督権と貴徽圧を行使することになっ
た。このひとくちに「インディアスにお(ナる国王聖職者叙`任権」とよばれる権

限は，新植民地経営・統治のための一切の駆項を処理する目的.で設置された王

室（国王）直属諮問織関の「枢機会議」に抱括されたのであった。まことにバ

ルカルセルの言うように，アメリカにかかわる事項については教皇の教轡・親

審すらもが枢機会議の承認を必要とするIニレ､たったのである。

植民地大学設立にかかわって言えば，国王の設立勅許（状）が教皇の学位授
与認可（教脅）に優先する，この認可（数審）すらもが国王の承認がなければ

法的有効性をもたないことになったのである。パルカルセルなどサントドミ

ンゴ最古説を否定するものは，エル・パトロナト，政教条約，インド枢機会議
【二もとづいて立論しているのである｡

およそ一般に大学の設立年をいつ'二定め，何を根拠にしてこれを定めるかは，
なかなか決定しがたい問題である。あるものは法制化のあった年をこれに定め，
ある場合には開学式典の挙行されたときを以てすることがあり，あるいは実際

に開講された年，その大学の前身となった学校施設の誕生年にまでさかのぼる

ものもある。それぞれがそれぞれの立掲で設立年を定めている。

学位授与という行為ば，中世大学の伝統をひく当時の大学としては重要な機

能であるから，学位授与権を認める教皇教蒋の発布をもって大学の実際の開設

とみる立場は，し､ちおう首肯されてよい゜だが，本稿で言及するの瞼スペイン

・ラテンアメリカ植民地大学であり，植民地統治機織や統治制度の強固な枠の

中にある大学という性格を強く意識すれば，バルカルセルの主張とその論拠は
もっとも説得力のあるものだと言うことができる。

ここでまとめて，ラテンアメリカ植民地諸大学の設立状況を眺め，その共通

的.様相をとり出してみると，だいたい次のような手順をふんで設立が行われた
と言えよう。
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－その土地に在住・在任する教会人（修道会）・行政官（副王等）・成功

せる植民者・市会（カビルド）が，あるいは協力して，あるいはいずれか’者

が主導権を握って，設立資金（基金・土地・建物）を用意し，予定の講座・学

科目・教授陣の見通しをつけて，本国スペイン国王へ設立請願を行う。国王は

インド枢機会議に諮問し，もし適当と判断が下されると設立勅許状（c6dula）

を発する。このとき，あるいは講座俸，あるいは基金の形で若干の下賜金が付

与される。

当該大学の前身となるような既設の何らかの教育施設（神学院，修道院学校，

学窪など）があり，それがすでに教皇から学位授与権を与えられているならそ

れでよいが，もしなければ，教皇庁に学位授与権の承認を求める。教皇庁は，

予定される講座・学科目・教授陣を吟味して，適切なりと判断すれば認可の教

書（ｂｕＩａ）を発する。この教議はスペイン国王・インド枢機会議の議を経て

公式に承認される－゜

この設立発端状況からみても，ラテンアメリカ植民地は，１）資金が豊かで

あり，２）教授陣を編.成することのできる人材供給源（僧侶教師）をもってお

り，３）子弟'二高学歴を取得させようとする植民地人の教育熱がかなり高く，

４）スペイン国王は植民地統治政策の一環として高等教育政策を重視していた，

５）ローマ教皇庁もまた布教事業の一部として各修道会の大学経営に積極的関

心を示していた，ことなどが知られる。これらの理由が重なって，植民地であ

るにもかかわらずラテンアメリカは，他に例をみないほど多くの，２６大学を

設立・維持したのだと言える。

Ⅳ植民地諸大学のモデルーサラマンカかアルカラか？

従来の一般的見解にしたがえば，ラテンアメリカ植民地大学の設立にあたっ

ては，もっぱらサラマンカ（Salamanca）大学がモデル移植されたという説が

主流を占めている。たとえばアシュピーなどがそうである⑫①。

１６世紀，スペインがラテンアメリカの征服・開拓・植民を開始した当時，

本国スペインの既設諸大学の中でも，サラマンカ大学がぬきんでた伝統・格式

・勢威を誇り，宮廷や枢磯会議を支配する国王側近の政治家・高級官僚たちは

サラマンカ大学の“サン・バルトロメ大学寮（CoIegioMayo「ｄｅＳａｎＢａｒ－
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Ｉｏｌｏｍ６）轡の出身者が多かった。たとえばバラシオス・ルピオス（PalacIos

Rubjos）などがそうであり，かれらサン・バルトロメ出身者は輿パルトロメ

オス（BartoIomeos）轡の異名を与えられるほどの勢力と学閥的結束を内外

に誇示していたのである。従って，国王主導型とも言うべき植民地大学設立に

当って，サラマンカがモデルとなったという説には，人々を納得させる根拠があ

る｡

だが本当にそういうことが言えるのであろうか。サラマンカ単純モデル説に

対して，若干の異論をさしはさみ，ラテンアメリカ植民地大学の原型もしくは

モデルとして，サラマンカとならんで“アルカラ・デ・エナーレス（AlcaI3

deHenares）大学塾を加えるのがレアル（Ｌｅａｌ，IIdefonso）である｡かれに

よれば“大多数のラテンアメリカ大学の学則は，直接的'二もせよ間接的にもせ

よ，サラマンカ大学とアルカラ・デ・エナーレス大学のそれに模して作られた。

たとえば，サラマンカ大学はメキシコやリマの大学に彩騨を及ぼし，メキシコ

やリマがサンタ・フェ・デ・ボゴタの大学に影響を与えた。アルカラ・デ・エ

ナーレス大学はサント・ドミンゴの大学に，サント・ドミンゴがカラカス大学

やアパナ大学に影響を及ぼした図と言う（21)。

つまり植民地２６大学の原型は，サラマンカとアルカラだと言うのである。

このレアルのサラマンカーアルカラ・モデル説，従来の一般的なサラマンカ・

モデル説に対して異論をさしはさむ余地はないものであろうか。もし異論をさ

しはさむ余地があるものとすれば，もう一度サラマンカ，アルカラ，ラテンア

メリカ植民地大学のそれぞれの特徴，とくにそれらの学科・講座縞成に戻って

これを吟味し，相互に比較してみることが必要である。なぜなら，大学の根本

的に重要な機能としての教育機能を端的にあらわすのが学百科・鱒座編成だから

である｡

さて従来のヨーロッパ大学史およびその－部としてのスペイン大学史の通説

は，。もしパリ大学が北ヨーロッパ諸大学のモデルであるとすれば，すぐれて

ローマ法学習の場ボロニア大学が，イタリア・南部フランス・スペイン諸大学

のモデルである“（22)ということである｡スペイン中世大学がボロニア型と言

われる意味は，輿学生（団）中心，法学中心，私人・町・国王設立輿の大学で

あるということなのであるが，たしかにスペイン諸大学のうち設立年の古いも

の，バレンシア（PaIencia,１２１２年），サラマンカ（１２１５年），バリャド
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リド（VaIladolidl260年頃ルレリダ(Ｌ５ｒｉｄａ，１３世紀末）はこのタイプにあ

てはまるもので，学科組織における法学の優位は疑う余地がない。アルフォン

ゾ１０世（AIfonsoX）の１２５４年勅許状を得たのち，確固たる発展路線に

のったと思われるサラマンカ大学すら，当時，神学講座は置かれておらず，よ

うやく１世紀後の１３５５年になって神学の学習がはじまったといわれ，神学

講座がサラマンカに正式導入されたのはフアン１世（Ｊｕａｎｌ，在位１３７９～

１３９０）かエンリケ３世（Enrlquem，同１３９０～１４０６）の時代にな

ってからのことである(23ルサラマンカは法学中心大学と言ってよい。

これに対して，徹底的(二神学学習を中心に鱈えたのがアルカラ・デ・エナー

レス大学である。トレド大司教ヒメネス・デ・シスネロス（Ｊｉｍ６ｎｅｚｄｅＣｉｓ－

ｎｅｒｏｓ）によるアルカラ大学設立は，多分にサラマンカの法学中心に対する批

判が含まれ，しかも設立にあたってはサラマンカ側からの反対を排除して，こ

れが実行に移された。ここでもまた，いくつかの資料に基づいてアルカラ設立

状況を眺めてみよう(24)。

『１４９９年数皇アレハンドロ６世は，かねてからアルカラに大学設立を請

願するヒメネス・デ・シスネロスに対して，サラマンカの必エル・ピエホ（Ｂｌ

Ｖｉｅｊｏ）学寮輿やボロニアの必スペイン学涜（CoIegioEspa7iol）輿（25）が保

有すると同じ特権〔とくに学位授与権）をもち，“神学・教会法。教養諸科の

学習が行われる学生のための学費轡設立を認可する教書を発する。ここにヒメ

ネスは年来の織想であった“学寮璽中心の新大学建設にふききったのである。

アルカラ新大学連投計画を開き知ったサラマンカ大学は，強力な競争相手

（大学）が現われるのを恐れ，人を派して(26)，この計画を断念するよう仁と

ヒメネスを説得し，その溝想はサラマンカにおいても実現することが可能で

あると申出る。

この申出に対してヒメネスは，“サラマンカではローマ法や教会法の教授は

十分に行われているが，神学のそれは横足すべき状態にない。私が大司教管区

の中に設立しようとする大学は，教会諸学の教授を主目的にし，サラマンカに

害を与えようなどとは毛頭考えておらず，アルカラでは法学の教授は行われる

ことがない゛と答えて，せっかくのサラマンカの申出を拒絶したのであった。

事実開設されたアルカラでは，当初法学（ローマ法）の学習は全く禁ぜられ，

ようやく１７世紀になってローマ法の学習が導入されたのであった。
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１６世紀初頭のアルカラ大学の学科・講座編成は，大きく分けて教養科（修

業年限４年）と神学科とから成り，前者の学習を基礎【ニして神学科の学習にす

すむ。神学科の主要中心講座は，聖トマス・アキナス神学（ｔｏｍｉｓｔａ）とドク

ンス・スコトゥス神学（ｅｓｃｏｉｓｔａ）と唯名論（nomlnaIista）の３神学講座

で，そのほか中心３神学講座の補助科目的位置に教会法２講座がある。これら

神学の学習は後述の中心学寮竺サン゜イルデフォンゾ（Sanlldefonso）轡で

行われた｡フランシスコ会のドゥンス・スコトヮス神学を導入したことは，従

来のトマス・アキナス神学を主流とする神学学習に新機軸を与えるものとして，

大きな注目を浴びたのである。

そればかりではない。神学中心大学としてのアルカラの誕生は，サラマンカ

など法学中心大学を主流にして来たスペイン大学の歴史において，１つの変革

的。画期的事件であったと言うことができる。

ところでヒメネスの構想したアルカラ新大学はスニガのいわゆる“学寮大学

（Colegio-Universidad）轡であって，“そこ'二奨学金の支給を受ける学生が

居住し，その中で講義が行われ，そこでは学位授与も行うことができる「学寮

」を建設し，これを大学の中心施設とする，生活に密着しながら密度の濃い学

習を提供する大学卿というのである。

ヒメネスが最初に設立した学寮が「サン・イルデフォンソ学寮」で，１５０８

年７月２４日に最初の７名の学生が入寮した。つづいて５学寮一サン・エウ

ヘニオ（SanEugenio），サン・インドロ（ＳａｎＩｓｉｄｏｒｏ），サンタ・バルピー

ナ（SantaBalbina），サンタ・カタリーナ（SanCatalina），サン・ペドロ

・イ・サン・パプロ（Ｓａｎ氏ｄｒｏｙＳａｎＰａｂＩｏ）,１５１４年ラ・マドレ・デ・

ディオス（ＬａＭａｄｒｅｄｅＤｉｏｓ），１５２８年サン・ヘロニモ（ＳａｎＪｅ｢6ｎｉｍｏ）

＝別名コレヒオ・トリリングエ（ColegloTriIingue，３ケ国語学寮）などの

諸学寮が設立されている。サン・イルデフォンゾのレクトール（recto｢，学寮

長）は寮生間の選挙で選ばれるが，それ.以外の各学寮のレクトールはサン・イ

ルデフォンソのレクトールが任命することになっていたから，同学蚕が中心神

学講座の識義を担当することとあわせて，アルカラ大字のなかでのサン・イル

デフォンソの優位は疑う余地がない。なお各学寮で講義を担当する教授の任命

は，各学寮ごとにそのレクトールが行うことになっていた。』

こうした設立状況において，とくに銘記しておきたいのは，アルカラ大学が
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神学中心大学であったということ，そしてなお，後のメキシコ大学についての

論述の中で登場するものと同名の，“サン゜イルデフォンソ図と“サ・ペドロ

・イ・サン・パプロ輿の両学寮名である。

それはさておき，ラテンアメリカ植民地大学の学科・講座編成はどうであっ

たのだろうか。これをまずメキシコ大学から眺めてみよう。

＜メキシコの皇帝・教皇の大学＞メキシコ大学が１５５１年９月２１日付

スペイン国王フヱリペ２世の勅許状を得て，１５５３年１月２５日開学式を第

２代副王ペラスコ（LuisdeVeIasco）の下で挙行し，６月最初の講義を開始

するまでには，１０数年にわたる請願の努力があった。たとえば大司教スマラ

ガ（JuandeZumArraga）の１５３６年国王あて設立請願霄簡，初代副王メン

ドサ（AntonioMendoza）およびメキシコ市会の１５３９年設立請願書が公式

に記録されている。スマラガは，教師の給料や建物の建設費用を調達するため

に，自己の年収入を提供すると申添え，メンドサや市会は，子弟がスペインへ

遊学するために冒さなければならぬ危険を配慮して，設立許可を請願したので

ある(27)。なおメキシコ大学に学位授与を認可する教皇教書の発布年は，１５

５５年と１５９５年の異説がある(28)。

ところで開設当時のメキシコ大学の学科・講座編成はどうであったのだろう

か。開講は“神学，聖句集，教会法，法学，人文・哲学，修辞学，文典鋤の７

講座ではじまる(29)。諸資料がこれら講座名を列挙するとき，神学や聖句集・

教会法など教会関･係諸学が法学'二優先してかかげられていることが注目されな

ければならない。

ラロジョは開学当時のメキシコ大学の組織についてかなりくわしい記述をし

ているが，１６世紀末の大学最高運営．､議決機関としての教授会（claustro）

の構成を述べるところで，レクトールやカンシラリオ（cancilario，consilia＿

rius，代議員）とならんで，神学と教会法の教授代表を筆頭にかかげている(30)。

この事実からしても．神学・教会法の講座が席順から言って最高の位置にあっ

たと理解してよい｡メキシコ大学もまた，学科・講座編成から言えば，サラ

マンカのような法学中心ではなく，神学中心，もしくは（その表現力〈強すぎる

なら）神学主導型大学仁分類することができる。

せっかく開設されたメキシコ大学が，初期１０数年間悩みつづけた問題は，

教授陣の不足と学生の基礎学力欠除ということであった。この学力欠除の背後

－１６－



には，征服者スペイン人たちの後継者－その子弟の柔弱化．不良化という親

たちの頭を悩ます問題があった。メキシコ市会は，青少年に確かな教育と訓練

を与えてくれるようなイエズス会士の派遣を国王フェリペ２世に懇請し，国王

の依頼親欝がローマのイエズス会本部長ボルヒア（FrancisBorgia）へ送ら

れ(1571年春兆人選が行われてﾍﾟﾄﾞﾛ･ｻﾝﾁヱｽ(Ped｢oS5nchez)

ほか１５名のイエズス会士がメキシコ市へ到着したのは１５７２年９月２８日

のことである(31)｡

まことにこの派遣会士の長ペドロ・サンチヱスは，イエズス会入会前にアル

カラ大学のレクトールであったことがあり（何学婆でいつのことか不明），派

遣任命のあった１５７１年７月当時は，アルカラの中心学喪サン・イルデフォ

ンソのレクトールであり，神学講義を担当していたという有能な神学者でもあ

ったのであるＧ２)。

ペドロ・サンチェスたちメキシコ・イエズス会の教育活動のうち，とくにめ

ざましいのが学寮制教育を導入したことである。かれらは１５７３年８月まず

“サンタ．マリア．デ．トドス・サントス（SantaMarfadeTodosSantos）

学妥懲，９月に“サン・ペドロ・イ・サン・パプロ学寮・－アルカラの’学寮

名と同じであることを想起しよう－，１５７４年に②サン・グレゴリオ（San

Gregorio）轡，図サン・ペルナルド（SanBernardo）。，“サン・ミゲル（San

Mi印el）輿の３学餐をそれぞれ開設する。１５８３年になり，何らかの理由

（おそらく運営の円滑化を計って）によって，“サン・ペドロ・イ・サン・パ

プロ鱒以下の４学寮は輿サン・イルデフォンソ学寮凶という統一の名称のもと

に統合されるＧ３)。ここでもまた，メキシコのサン・イルデブォンソという学

餐名はアルカラ大学の中心学寮と同名であることに注目したい｡（この今害は

発展をつづけ，独立後もなお命脈を保ち，現在のメキシコ国立自治大学の轡国

立プレパラトリオ校一EscuelaNacionalPreparatoria轡となる(34)。）

ペドロ．サンチェスたちに加えて，１５７６年新たなイエズス会士がメキシ

コに至り着するが，その中のペドロ・オルティゴサ（PedroHo｢tigosa）とアン

トニオ・ルピオ（AntonioRubio）もまた，神学者．哲学者としてアルカラ大

学で教授駁の経歴をもつ（35)。

ここでまとめて次のように言いたい。－メキシコ大学は，学科．講座繍成

においても，学涜制およびこれを運営・維持したイエズス会士の人脈から言っ
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ても，アルカラ型，神学主導型の大学である，と。

それではペルーのサン・マルコス大学はどうか゜

＜サン・マルコス大学＞リマ市会とドミニコ会の協力しての努力が数年つ

づいた後，１５５１年５月１２日，パリャドリド（Valladolid）においてカ

ルロス１世の大学設立勅許状が下賜される。この勅許状がリマにとどいたのが

１５５２年末，国王行政官・大司教をはじめとする聖職者がドミニコ会ロザリ

オ修道院会議室に集り，国王の名において大学設立宣誓を行ったのが１５５３

年１月２日のことである。初代レクトールはファン・パウティスタ・デ・ラ・

ロカ（ＪｕａｎＢａｕｌｉｓｔａｄｅｌａＲｏｃａ）である。１５７１年７月２５日，教皇ピオ

５世（Ｐｆ。Ｖ）の認可教書が発せられ，ここにサン・マルコスは“国王と教皇．

の大学となる（36)。

１５６２年頃，ロザリオ修道院の１室を借りて行われる大学の講義は，文典

と論理学と神学にしかすぎなかった。１５６６年，スペイン国王がサン゛マル

コスに対して，いかなる講座を王室より寄贈してもらいたいかと問うたとき，

大学は法学２鋼座，教会法２講座，文典２講座，医学２コース１講座，神学１

講座を下賜していただきたいと答えている(37)。まだサン・マルコスは，独立

の建物をもたず，大学の名にふさわしい教育内容・講座編成ではなかったよう

である｡

ところが１５８１年頃になると，サン・マルコス大学の講座編成（１７瀞座）

およびその年俸が分っている。それは次の如くである（38)。

〔認座〕〔年俸〕

１）神学プリマ（Ｐ｢imadeTeologia）1,000ペソ

２）法学プリマ（ＰｒｉｍａｄｅＬｅｙｅｓ）1，５００

３）教会法プリマ（ＰｒｊｍａｄｅＣ３ｎｏｎｅｓ）１，５００

４）聖典（SagradaEscritu｢ａ）８００

５）ローマ法原論（Ｉｎｓｔｉｔｕｔａ）５００

６）神学ピスベラス（VfsperasdeTeologra）７００

７）法学ピスペラス（VfsperasdeLeyes）1,000

８）教会法ピスベラス（V7sperasdeCanones）1,000

９）教令集（Decreto）1,000

10）道徳神学（TeologfaEscol3sticaoMoral）６００
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１１）教養科３講座（Ｔ｢ｅｓＣｆｉｔｅｄｒａｓｄｅＡｒｔｅｓ）各５００ペソ

１２）土語（ＬｅｎｇｕａｄｅｌａＴｊｅｒｒａ）６００

１１ラテン語３講座（TresC3IedrasdeLatinldad）

４００または３００または６００

もし講座年俸の額が（この額は当時の副王トレド“Toledo輿が定めたと言

われる），その講座の大学教育内における重要度をあらわすものとすれば，法
学と教会法がもっとも高く，神学諸講座はこれに次ぎ，教養諸科は低い位置に

ある。しかし額の高低を離れて，講座の種別でこれをみると，神学関係講座

（神学，教会法，聖典，教令集，道徳神学）の数と法学関係講座（法学，ロー
マ法原論）のそれとの比は８：３で，神学関係講座の優位は否定することがで

きない。教会法を法学学習の一つ【二数えることもあるが，それにしてもその比

は６：５である。サン・マルコス大学の少なくとも１５８１年以降の教育は神
学主導型である。

この動向感１７世紀に入って一層顕著である。１７世紀中葉，サン・マルコ

スは次のような５学部編成で，そこには合計２１講座・２４科目があったが，
神学系講座の重要度は一層高い（39)。

神学部（８講堅，１０科目）

教養学部（４講座，４科目）

教会法学部（３講座，３科目）

法学部（４講座，５科目）

医学部（２講座，２科目）

計２１講座，２４科目

サン・マルコス大学は，サラマンカ法学型と言うよりは，アルカラ神学型の
大学として設立され，発展したと言える。

＜その他の諸大学＞グアテマラのサン・カルロス国王・教皇の大学は，
１６７６年１月３１日カルロス２世釛許状，１６８７年６月１８日イノセンシ

オ１１世（Inocencion）教書をもって、“国王・教皇鰯の大学となったが，
１６８１年開講時の講座は神学２講座，教会法・法学・医学各１講座であった
（40)◎

ベネズエラのサンタ・ロサ国王・教皇の大学の１７２５年開講時の講座編成

は神学２，教会法１，法学１，道徳神学１，哲学１，文典１，音楽１の８講座であ
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る（41)。

チリのサンチアゴのサン・フェリペ国王の大学は，１７３８年７月２８日付

フヱリペ５世勅許状で開設されたが，このとき認められた講座は，神学２，教

会法２，法学２，人文・哲学１，ラテン語１，医学１，数学１の１０講座編成

で，その後，修辞学とドヮンス・スコトゥス神学と，イエズス会のフランシス

コ・スアレス（FranciscoSuarez）研究の３講座が加わった(42)。ドゥンス

・スコトゥス神学とは，かのアルカラ大学新機軸の神学学習であったことを想

起したい｡

これら諸大学が神学中心の大学であったことは指摘するまでもない。

Ｖおわりに

本稿は，ラテンアメリカ植民地諸大学の設立状況はどうであったか，それら

諸大学が通説のサラマンカ大学をモデルにしたのではなく，またレアルのよう

なサラマンカとアルカラ２大学モデル説を否定して，神学中心もしくは主導型

のアルカラ大学こそ実質的にラテンアメリカ大学のモデル・原型であると論述

し，ほぼ所期の目的を達成することができた。

しかしながら，本稿がその１部をなすラテンアメリカ大学史研究にとっては，

ラテンアメリカ植民地が独立を達成して現在にいたるまでに，どんな大学が

いかなる条件のもとで新・増設されたか，あるいは断絶・廃校となったか，そ

こではどんな大学モデルの国際交流が行われたか，等の問題が残っている。今

後の研究課題となるのである。
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